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本日の中央社会保険医療協議会において、白血病治療薬「キムリア」の

保険適用が承認された。 

この「キムリア」は、費用が高額であるものの、臨床試験の結果などか

ら高い効果が期待されるとして注目されていた新薬であり、このような医

薬品の開発と適正な価格での保険収載は、患者に必要な医療を届ける観点

から極めて重要である。また、個人で負担しきれないリスクをカバーして

いくことは、共助の仕組みである医療保険制度の責務である。 

こうした基本的なスタンスを踏まえた上で、医療保険制度の置かれた状

況に目を転じると、さらなる高齢化と現役世代の減少が同時進行するなか、

団塊の世代が後期高齢者に入り始める 2022 年以降、医療保険財政はより

危機的な状況に直面する。 

革新的で高額な新薬の保険適用は今後も続くと見通されており、このよ

うな新薬を保険適用しながら国民皆保険制度を維持していくためには、薬

価制度に基づく医薬品価格の適正化、さらには高齢者医療費の負担構造改

革や医療費適正化策だけではとても追いつかない。国民皆保険制度を堅持

するためには、公的医療保険の給付範囲について、除外も含めて、改めて

見直しを検討することが喫緊の課題となっている。 

具体的には、重症疾患用で個人での負担が困難な医薬品は保険で確実に

カバーする一方、軽症疾患用医薬品についてはスイッチ OTC をさらに推進

すると同時に、医薬品の重要度に応じ、保険償還率に段階を設定している

諸外国の事例も参考にしながら、保険給付範囲からの除外や償還率変更を

実行すべきである。まずは、関係審議会において、市販品類似薬の除外等

に向けた検討を早急に着手するよう求めたい。 

 

以上 


